
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 28 諸収入 0 

計 28 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 28 0 

商工費

目 商工業振興費

補正前額 22,243 

要求額 28 

総務部長段階査定額 28 

一般会計 【問合せ先】地域経済係 0857-30-8282

【１１次総の施策体系】2103　●実施計画　●創生総合戦略

【事業の経過及び背景】
　平成29年度より、主要商圏である関西圏において、麒麟のまち圏域１市６町（鳥取県：鳥取
市・岩美町・若桜町・智頭町・八頭町、兵庫県：香美町・新温泉町）のブランド化を推進する
ため、大阪中之島に「麒麟のまち関西情報発信拠点」を整備・運営。圏域の広域的な連携によ
り、交流人口の増加、移住促進、地元産品の販路拡大を図っている。

【事業の目的及び効果】
　関西情報発信拠点の運営は、３年間の債務負担行為を行い、基本協定を締結した上、年度協
定を締結し委託している。この基本協定期間が令和６年度に満了するため、令和７年度以降の
運営委託について、３年間の債務負担行為を行った上、プロポーザルにより選考し受託者を決
定する。

【事業の内容】
・プロポーザルでの選考委員会を開催するための経費
　委員報酬　７千円×４人＝28千円
　※委員会は５名（経済団体・税理士・地産品卸商社・観光団体・市）予定

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

経００１ 項　　目　　名 関西情報発信拠点推進事業費

予算書項目 地域経済活性化促進事業費 ページ 61 所　　属　　名

経済観光部 
経済・雇用戦略課年度 R6

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 371 371 

一般財源 0 諸収入 0 

計 741 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 741 0 

商工費

目 商工業振興費

補正前額 18,109 

要求額 741 

総務部長段階査定額 741 

一般会計 【問合せ先】企業支援係 0857-20-3223

【１１次総の施策体系】2101

【事業の経過及び背景】
　経済環境等の悪化により地域経済に大きな影響を及ぼすもののうち、鳥取県が指定する経済
変動事象に係る地域経済変動対策資金を利用した際に、借入時の負担を軽減する必要がある。

【事業の目的及び効果】
　利子負担を軽減することにより、事業に必要な資金借入を促すことで中小企業者等の経営の
持続を図る。

【事業の内容】
　県との協調融資である地域経済変動対策資金（県が指定した経済変動事象）を申し込んだ市
内中小企業者等に対し、３年間その利子相当額の一部を補助する。（県1/2負担）

　＜県指定の経済変動事象＞
　（１）令和３年度燃油価格の高騰
　（２）令和４年度燃油及び原材料価格の高騰・円安
　（３）令和５年度エネルギー・原材料価格の高騰
　（４）令和６年度エネルギー・原材料価格の高騰
　（５）令和６年度為替相場の急激な変動
　　※いずれも融資利率1.43％　補助率：2/3（県1/2、市1/2負担）

　（３）～（５）における新規融資見込額
　　当初：1,720,000千円⇒見込：2,862,222千円

※その他財源の繰入金は、新型コロナウイルス感染症緊急対策基金繰入金

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 370 0 

経００２ 項　　目　　名 各種金融対策利子補助金（物価高騰対応臨時交付金）

予算書項目 中小企業金融対策費 ページ 61 所　　属　　名

経済観光部 
企業立地・支援課年度 R6



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 113,307 113,307 

一般財源 0 諸収入 0 

計 113,307 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 113,307 0 

商工費

目 商工業振興費

補正前額 661,788 

要求額 113,307 

総務部長段階査定額 113,307 

一般会計 【問合せ先】企業支援係 0857-20-3223

【１１次総の施策体系】2101　●実施計画　●創生総合戦略　●明るい未来プラン

【事業の経過及び背景】
　人口減少・高齢化の進行を踏まえ、本市の持続・発展に向け、積極的に企業誘致に取り組ん
でいる。新型コロナウイルス感染症の収束を踏まえ、県内外の企業の進出や設備投資に向けた
動きが活発化している。

【事業の目的及び効果】
　企業の立地や設備投資を促進することにより、税収増、産業の高度化、雇用創出を図る。

【事業の内容】
（１）企業立地促進補助金（通常メニュー）
　対象業種：製造業、ソフトウェア業、情報処理・提供サービス業など
　補助金額：投資額×10％、上限200,000千円

（２）情報通信関連企業立地促進補助金
　対象業種：ソフトウェア業、デザイン業、インターネット付随サービス業など
　補助金額：借室料×1/6又は1/4、上限2,000千円/年～10,000千円/年
　補助期間：操業開始から２～５年間

＜今回補正額＞
（１）９月補正後：12件⇒見込：14件（112,210千円増額）
（２）９月補正後：９件⇒見込：11件　（1,097千円増額）

※その他財源の繰入金は、地域振興基金繰入金

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

経００３ 項　　目　　名 企業立地促進補助金

予算書項目 企業誘致促進事業費 ページ 61 所　　属　　名

経済観光部 
企業立地・支援課年度 R6

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 3,124 3,124 

一般財源 0 諸収入 0 

計 3,124 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 3,124 0 

商工費

目 観光費

補正前額 1,906 

要求額 3,124 

総務部長段階査定額 3,124 

一般会計 【問合せ先】観光振興係 0857-30-8292

【１１次総の施策体系】2202

【事業の経過及び背景】
　コロナ禍を経てインバウンド需要の回復が顕著であり、外国人観光客の受入態勢の充実を図
るとともに、効果的な海外プロモーションに取り組む必要がある。

【事業の目的及び効果】
　令和５年度から再開した関西と本市を結ぶ外国人観光客向けの格安高速バスの利用が大幅に
増加していることから、運行事業者へ追加の支援を行い、大阪・関西万博を見据えたインバウ
ンド需要の獲得を目指す。

【事業の内容】
　外国人観光客高速バスの運行支援　3,124千円

※その他財源の繰入金は、新型コロナウイルス感染症緊急対策基金繰入金

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

経００４ 項　　目　　名 国際観光推進事業費

予算書項目 観光宣伝事業費 ページ 61 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R6



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,665 諸収入 0 

計 5,665 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 5,665 0 

商工費

目 観光費

補正前額 69,799 

要求額 5,665 

総務部長段階査定額 5,665 

一般会計 【問合せ先】観光政策係 0857-30-8291

【１１次総の施策体系】2202　●実施計画　●創生総合戦略

【事業の経過及び背景】
　砂の美術館は、平成18年に第１期展示を開始し、平成24年に世界初となる屋内砂像展示施設
をオープン。平成30年１月に利用料金制に移行し、指定管理者による管理運営を行っている。

【事業の目的及び効果】
　砂像に使用する砂が長年の使用により目減りし形質も変化していることから、今後計画的に
ストックしている砂との入れ替えや新たな砂の確保を行う必要がある。

【事業の内容】
　砂像制作用砂入替業務（300 ）　5,665千円

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

経００５ 項　　目　　名 砂の美術館管理運営費

予算書項目 観光施設整備事業費 ページ 61 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R6

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 665 諸収入 0 

計 665 その他 0 

備　考　欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 665 0 

商工費

目 観光費

補正前額 10,903 

要求額 665 

総務部長段階査定額 665 

一般会計 【問合せ先】観光政策係 0857-30-8291

【１１次総の施策体系】2202

【事業の経過及び背景】
　道の駅神話の里白うさぎにおいて、２階厨房のコンテナ冷蔵庫の扉の開閉に不具合があり、
飲食店の営業に支障が生じている。

【事業の目的及び効果】
　コンテナ冷蔵庫の不具合箇所を修繕し、適正に維持管理することで、円滑な施設運営を行
う。

【事業の内容】
　厨房コンテナ冷蔵庫の扉修繕　665千円

款 商工費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

経００６ 項　　目　　名 鳥取市道の駅管理運営費

予算書項目 観光施設整備事業費 ページ 61 所　　属　　名

経済観光部 
観光・ジオパーク推進課年度 R6


